
 

令和３年度第１回宮城県福祉サービス第三者評価事業推進委員会

（書面開催）における委員からの意見等について 

 

 委員からの意見等 対応等 
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３ 

関 
連 

設問（３）の「苦労した点・改善を望む

点」における自由記述の内容は、非常に

重要な指摘 が記載されていると思い

ます。アンケート実施当事者として回答

する責任があると思うのですが、今後ど

のような方法をとおして回答するか、ご

予定をお聞かせください。 

アンケート結果では，改善を望む点とし

て，主に評価基準に関する項目が多かっ

たことを踏まえて，受審事業所に対して

再度アンケートを行う等，具体的な問題

点等について把握した上で，今後評価基

準の見直し等に活用して参りたいと考

えております。 

ｐ４ の２行～３行目の内容で，「評価

基準保育と介護が一緒」とのコメントが

あり，「保育の現場がかみ合わない」と

の自由記述が気になりました。 

実際，保育と介護の項目は一緒なのでし

ょうか？ 

保育所版の共通評価項目連番号４「中・

長期的なビジョンを明確にした計画が

策定されている。」及び連番号５「中・

長期計画を踏まえた単年度の計画が策

定されている。」の内容が，中・長期計

画に関するものであり，介護の内容と同

一となっています。 

 

アンケート結果において，受審して良か

った点があげられていたが，実際の声と

して今後の普及啓発に生かせると良い

と感じた。 

反面，改善を望む点では「かみ合わない

質問が多々あった」「事務負担が大きい

」「評価項目や質問の内容が分かりにく

い」などの意見があった。 

今後，具体にどのような点や項目がその

ように意見につながっているのか分析

し，改善が必要な点があれば検討してい

く必要があるのではないかと思う。 

また，受審率向上のための費用の助成な

ども引き続き検討していけると良いの

ではないか。 

アンケート結果では，改善を望む点とし

て，主に評価基準に関する項目が多かっ

たことを踏まえて，受審事業所に対して

再度アンケートを行う等，具体的な問題

点等について把握した上で，今後評価基

準の見直し等に活用して参りたいと考

えております。 

費用の助成については，他県とともに，

受審費用の補助等，事業者に対する受審

誘導策の導入について，国へ要望を行っ

ているところです。引き続き，受審向上

に向けて，制度の周知や国への要望等を

行って参りたいと考えております。 

 

 

資料４ 
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本年度の評価調査者研修（養成研修）の

８月実施の養成となっておりますが、実

施可能でしょうか？ また新型コロナ

禍のもとで対面型の研修は困難なよう

に思いますが、どのような方法で実施す

る予定であるか、お聞かせください。 

 

養成研修は毎年宮城県社会福祉協議

会へ委託し，開催しているところです

。例年４日間行われ，前半の２日間は

通常対面式の講義を行うところ，今年

度は web会議システムを利用して行わ

れました（９月７日，８日）。なお，

後半２日間の施設研修・実習は延期さ

れ，１０月７日及び８日に行われまし

た。 
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添付された資料は「平成３１年３月２２

日時点」となっており、受審率の数値目

標も既に過去 の数値となっておりま

す。本年度以降の数値目標を設定する予

定であれば、添付資料は今令和３年度以

降３年間の数値目標を設定した資料が

必要ではないでしょうか。 

当該資料には平成３１年度から平成

３３年度（令和３年度）までの目標が

記載されています。今年度が目標設定

の最終年度であるため，令和４年度以

降の受審目標を設定する必要がある

ことから，今年度の事業計画におい

て，関係各課と調整し，令和４年度か

ら６年度までの受審目標を設定する

予定です。 

 


